
 
                                                                     

（令和６年 12月 11 日発表） 

第３回 巴川予測システム構築に向けた研究会の開催 

別紙資料  有                           

◆アピールポイント 

○令和６年２月に開催した研究会につづき、有識者を交えた３回目

の会合を開催します。 

○災害発生時における早期の避難行動につなげるため、気象予報、

雨量、河川水位等の情報を基に、河川水位や氾濫域を予測し、そ

の結果を提供するシステムを構築します。【吉田副市長 出席有】 

◆日時 令和６年 12 月 16 日（月）15 時から 17 時 

◆場所 静岡庁舎 8 階 市長公室 

◆内容など 

１ 主な検討内容 

・水位・氾濫域予測モデルの精度検証 

第２回研究会で対象とした令和４年台風１５号など既往４洪

水に加えて、令和６年台風１０号など新たな５洪水を追加してモ

デルの精度を検証します。 

・実況、予測雨量の精度検証 

第２回研究会で対象とした６洪水に加えて、台風性や前線性の

７洪水を追加して実況、予測雨量の精度を検証します。 

・避難指示への活用や住民周知 

第２回研究会では、予測システムの浸水リスク情報を市内部で

避難指示に活用する案が有力とされたが、第３回研究会では、広

く住民に情報提供する他の方策を検討します。 

 

２ 今後の予定 

研究会の検討結果を踏まえ、現在庁内で活用している巴川予測

システムを改善し、令和６年度末の市民への情報提供を目指しま

す。また、さらなる精度向上対策を引き続き研究していきます。 

◆その他 
・第３回研究会の会議録等は、後日、市公式ホームページで公開させ

ていただく予定です。 

・第２回研究会の内容は市 HP に掲載しています。 

 https://www.city.shizuoka.lg.jp/s9568/s012539.html 

【問合せ】河川課 (静岡庁舎６階) 

     担当 鈴木、田中、八木 

電話 ０５４－２２１－１０８７ 
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